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「番 町の 番町 知らず」 という 諺 さえ ある 位で あるか 

ら、 番 町の 地理 を 説明す るの は むずかしい。 江戸時代 

と 東京 時代と は 町の 名称が よほど 変って いる。 それが 

又、 震災 後の 区劃整理 によって さらに 変更され る はず 

であるから、 現代の 読者に 対して 江戸時代の 番 町の 説 

明 をす るな ど は、 いたずらに 人 を まご 付かせる に 過ぎ 

ない ことになる かも 知れない。 

その 理由で、 わたし はこ こで 番町 という 土地の 変遷 

などに ついて、 くだく だしく 説明す る こと を 避ける つ 



もりで あるが、 ただこの 物語の 必要 上、 今日の 一番 町 

は 江戸時代の 新道 五番 町 (略して 新 五番 町 ともいう) 

と 二番 町、 濠 端 一番 町 を 含み、 上 二番 町と 下 二番 町 は 

裏 二番 町 通り、 麴町谷 町 北側、 表 二番 町 通り 南側 を 含 

み、 五番 町 は 濠 端 一 番 町の 一 部と 五番 町 を 合せて いる 

ので ある 事 だけ を 断って 置きたい。 そうして、 この辺 

は ほとんど みな 大名屋敷 か 旗本 屋敷、 ことに 旗本 屋敷 

の 多かった こと を も 断って 置かなければ ならない。 な 

ぜ ならば、 この 物語 は 江戸時代の 嘉永四 年 正月に 始ま 

るからで ある。 



ている の は可哀 そうだつ たから、 小銭 を 投げて やって 

来た ご と、 森 積 は 答えた。 

きとく 

「それ は 貴公に はめず らしい 御 奇特の こと だな ご と、 

神 南 は 笑った。 「しかし 考えて みると 不思議 だな。 こ 

の 雪の ふる 晚に、 あんな 人通りの 少ない ところに、 な 

んだ つ て 坐 つ ている のだろう。 頭から 雪 だらけに な つ 

ていたよ うだ ご 

「むむ、 不思議 だ。 それ だから 貴公た ちに 訊いて いる 

の だ ご と、 堀 口 は 子細ら しく 考えて いた。 

「堀 口 はしき りに 気にして いるよう だが、 一体 その 婆 

がどうした というの だ ご と、 主人の 織 衛も啄 を いれた _ 



うこと はありません。 やはり その 婆が 坐って いたので 

す。」 〔# 「です。」」 は 底本で は 「です 匕 

堀 口が 不思議 そうに 説明す るの を 聞いて、 織 衛も眉 

をよ せた。 

「その 婆が 坐って いたの はいいと して、 貴公が 近寄る 

と 消えて しまった というの は 少しお かしい な。 森 積、 

貴公が 銭 を なげて やったら その 婆 はどうした ご 

その 問いに 対して、 森 積 嘉兵衛 ははつ きりと 答える 

ことが 出来なかった。 彼 は 雪中に 坐って いる 老婆に 幾 

ら かの 小銭 を 投げ与え たままで、 ろくろくに 見返り も 

せずに 通り過ぎて しまったので あるから、 老婆が 喜ん 



川のから だの 雪 を 払わせ、 水な ど 飲ませて 置いて 奥へ 

知らせに 来たので あった。 

「さあ、 しっかり しろ、 しっかりし ろご 

大勢に 取 巻かれながら、 石 川 は 座敷へ はいって 来た。 

石 川 はこと し r 一十 歳で、 去年から 番入リ をして いる。 

彼の 父 は 小 笠 原 流の 弓術 を 学んで、 かって 太郎 射手 を 

勤めた こと も あると いう ほどの 達人で あるから、 その 

こひょう 

子の 石 川 も 弓 をよ く 引いた。 やや 小兵で は あるが、 色 

の あさ 黒い、 引緊 つた 顔の 持主で、 同じ年 ごろの 友達 

仲間に も 元気の よい 若者と して 知られて いた。 その 石 

川の 顔が 今夜 は ひどく 蒼 ざめ ている のが 人々 の 注意 を 



飲んで、 四つ 頃 (午後 十 時) まで 雑談に 耽って いたが、 

その あいだに も 石 川 はい つも ほどの 元気がなかった。 

それ は 武士た る ものが かの 妖婆に 悩まされ たという こ 

とが、 なにぶん 面目ない ので あろうと 一 座の 者に も 察 

せられた。 

果して 彼 は ひと 足さき へ 帰る と 言い出した。 

「御主人、 今晩は いろいろ 御 厄介に なりました ご 

挨拶して 起とうと する 彼 を、 堀 口 は ひき 止めた。 

「まあ、 待てよ。 どうせ 同じ 道 じ やない か。 一緒に 帰 

るから もう 少し 話して 行けよ ご 

「いや、 帰る。 なんだか、 風邪で も 引いた ようで ぞく 



ぞくする から。 I 

「ひとりで 帰る と、 又 鬼婆に いじめられる ぞご と、 堀 

口 は 笑った。 

石 川 は 無言で 袂を払 つて 起った。 

一 座の 話 は 四つ 半 頃 (午後 十 一 時) まで 続いた。 歌 

留多会 は 近日 さらに 催す という ことにして、 一 一十 人 余 

りの 若侍 は 主人に 暇 を 告げて、 どやどやと 表へ 出る と、 

更ける に 連れて、 雪 はいよ いよ 激しくな つた。 思いの 



ほかに 風はなくて、 細かい 雪が 静かに 降りしき つてい 

るので あった。 

「こり や、 積もる ぞ。 あした は 止んで くれれば いいが 

…… ご 

こんな- J と を 言 いながら、 人 々 は 門前で 思 い 思いに 

別れた。 神 南 佐 太郎、 堀ロ弥 三郎、 森積嘉 兵衛、 この 

三人 はおな じ 方角へ 帰る ので あるから、 連れ立って 鬼 

婆 横町 を 通り抜ける ことになると、 西から 東へ 抜ける 

狭い 横町 は 北風 を さえぎって、 ここらの 雪 は 音 もな し 

に 降って いた。 南側の 小屋 敷の 板塀 や 生垣 はすべ て 白 

いなかに 沈んで、 北側の 大溝も 流れ をせ かれた ように 



今夜が 通夜で あると いうので、 高原の 余 一郎 や、 神 南 

や 森 積 は 勿論、 かるた 会の 仲間た ち も 昼間から みな 寄 

リ 集まって いた。 高原 織衛も 平生からの 知合いと いい、 

殊に 自分の 屋敷の 歌留多 会から 起った ことで あるので、 

枠ば かリを 名代に 差 出しても 置かれ まいと 思って、 日 

ちゅうげん 

が 暮れてから 中間 ひとりに 提灯 を 持たせて、 自分 も 

堀 口の 屋敷へ 悔みに 〔# 「悔みに」 は 底本で は 「侮み に 匕 

ゆく ことにした。 灯と もし 頃から 小 降りに はなった が、 

それでも 細かい 雪が しずかに 降って いた。 今夜 も 風の 

ない 夜であった。 

三 町 目 谷の 坂 下へ 来 かかる と、 麴町 通りの 方から 雪 
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